



Influence that Task-Scene Setting exerts on Children's Spatial Representation 
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課題場面設定が幼児の空間表象に与える影響
かもしれないのである。
討論
　以上の結果から、実験皿の課題状況は、工・
fiに比して子どもたちに理解されやすく、その
結果、所持しているルールの使用が容易となり、
空間表象における脱中心化が明確となったと考
えられる。実験皿とIEIとの違い、つまり、課題
場面への意味づけの差が、課題に対する所持ル
ールの使用バイアスとして明白となったと言え
よう。今回の実験目的は達成されたと考える。
　　　　　　　　総合討論
本研究は、幼児における空間表象の脱中心化
を「ルールの所持及びその使用」という点に戸・
ら分析し、その使用の活性化、言い換えれば「そ
のルールが使いやすい課題とはどのようか課題
か」について、その課題「場面」の問題を取り
上げて、実験的検証を行ってきたものである。
　今回、伏見・麻柄の実験同様、実験工・1で
は、幼児において「モノの後ろは見えない」と
いうルールの所持が明らかとなった。しかし、
問題点も同時に明らかとなった。幼児は、「人
形を置く」ことはできても、「では、その入形
は何を見ているのか」と問われた途端、混乱が
生じ、正答できなかったのである。ルールの使
用が制限的だったと言えようe「ルールの使い
やすさ」を保障するためには、何が重要なのだ
ろうか。鈴木（1991）は、（幼児の自己中心的
反応は）「本来実際の空間から切り離してその
中だけで理解されるべき地図上の空間関係を、
幼時ははじめから周囲の現実の空間と連続した
ものとして捉えてしまう」結果だと説明してい
る。「ルールの使用」との関係で言えば、「いか
にしてそれ（ルール）を、その空間の中だけで
円滑に使用できるようにさせるか」が大きなポ
イントとなると考えられる。一
　「ルールの使用じやすさ」’をまず保障してく
れるのは、（そのルールの使用が要求される）
課題が設定されている「場面」なのではないだ
ろうかe所持しているルL－・・Lルを要求される内容
（人形を置くのか・「その見え」の写真を選ぶ
のか）が異なってもぶれることなく使用できる
ためには、参加している課題場面について十分
に理解されている必要があろう。それは、まず
第一に、「実験者との信頼関係の形成」であり、
次に「課題・登場人物の行動の意味理解」では
ないだろうか。実験1とfiの結果の差異・実験
1工と皿の差異は、まさに、これらの点にあった
と考えられる。「ルールの使用］という点では、
特に後者が重要である。f何故ルールを使用し
なければならないのか・登場人物（人形）にと
って、そのルールの使用は切実である」という
ことが理解できれば、幼児であっても、自分以
外の視点に立った「見え」を、紛らわしい写真
群の中から選ぶことができるのである。「意味
ある」課題場面が、提示された空間を実際的空
間から「切り取って］考えることを幼児に誘っ
ている、と言えよう。子どもにとって日常的で
あり、彼らにとってリアルな課題であれば、幼
児でざえ、幻惑的情報に捉われず、脱自己中心
的反応を形成することができるのである。　．
　このことは、空間表象・鉛直線描画でも既に
確認されているr（斎藤　1999＞し、また、この
ような現象は、何も空間表象だけに確認されて
いることではない。上野ら（1986）一は、「数の
保存」について実験を行い、．「意図は虜示しな
いが、あえて変形するという場合、なぜ変形し
たか、その結果が何を意味するのかが話題の焦
点になるであろう。まさにこのことが、保存反
応の妨害要因とtjLoている」と結論づけているQ
また、身体能力の発現においても、同様な結果
を永野（1984＞や勝部ら（－1989）は得ている。
具体的にば勝部らは「立ち編跳び」について
幼児の身体能力調査を行ったのだが、そこにお
いて、単に一fできるだけ遠くに飛びなさい」と
播示するよりも「lilには大きな魚がいるから、
落ちると食べられてしまうよ」と指示じた方が、
はるかによくジャンープできたという結果を得て
いる。Piagetの言うように子どもの発達を領
域独立型の心的構造の変化とUて捉えるのは・’
むしろ今現実空間で生活しでいる子どもの状態
や思いを無視してしまうことにな蟄はしないだ
ろうか。プロbタiプの幼児イメージき作りあ
げてしまわないだろうか。一　一一　一　．　．
　我々教授者は、一学習考ζ倒藝濁鰹を築き、ぐ
して、求める学習内容をただ抽象度の高い「実
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験室的」なものとして考えるのではなく、「学
轡者の生活の中で意味あるもの」として配慮す
る必要がある。ある課題を教育の対象とする場
合、rそれを行う前にどのような経験が子ども
たちの中にあるのか、そしてそれを土台に、ど
のような経験を用意してあげればいいのか」を
現実的な場面で考えていくことこそ、　『子ども
の生活に根ざした教育』と言えよう。そのこと
を、今回の一連の実験結果は示しているのでは
ないだろうか。
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